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1．研究目的 

 現在、YouTube においては、障害を持つ YouTuber（以下、障害者 YouTuber とする）が制

作する映像が増えている。しかしながら、障害者 YouTuber を対象とした研究は少ないこと

が現状である。そのため、本研究においては、障害者 YouTuber が制作したコンテンツを視

聴する人のコメントを通して、彼らの映像に対する認識はどうであろうかを確認すること

を目的とする。 

 本研究におけるリサーチクエスチョンは、以下の通りである。 

 １．障害者 YouTuber が制作するコンテンツに対する認識や反応はどうであろうか。 

 

2．研究の視点および方法 

 本研究におけるデータの収集方法においては、まず、障害者 YouTuber、または、障害認

識改善などを中心に活動している障害者及び障害を持つ人の家族が運営している YouTube

チャンネルの内、チャンネル登録者１万人以上を持つチャンネルに限定した。また、障害

種別などを考慮し、最終的には、11 個のチャンネルを選定した。選定されたチャンネルの

中、2022 年 4 月を基準として、YouTube ショート動画やライブ映像を除き、アップされた

コンテンツの中、各チャンネルごとに視聴回数が高い順として 5 つの動画を選定した。 

 データの分析においては、R 4.1.3 を活用し、障害者 YouTuber コンテンツに対するコ

メントの反応や認識を確認するため、自然言語処理あるいは、文章の分析を通して、人の

主観的な意見や感情状態を把握する感性分析(박상리他 2020: 1385)を実施した。 

 

3．倫理的配慮  

まず、Moreno et al(2013: 710)によると、YouTube 動画における観察研究は、ビデオが

公開されている場合においては、参加者の同意を求める必要はないと言う。そのため、今

回の研究においては、日本社会福祉学会研究倫理規程を厳守し、公開された動画のみと限

定し、選定された障害者 YouTuber チャンネル名は匿名化した。また、分析対象であるコメ

ントにおいては、ユーザー名はデータの収集対象において除外し、個人情報が特定できな

いように配慮した。  

また、今回の発表に伴い、本研究は共同研究であり, 日本社会福祉学会の「研究発表の

要旨集掲載原稿」への投稿内容について、共同研究者の承諾を得ている。 
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4．研究結果 

障害者 YouTuber コンテンツにおけるコメントの反応や認識を確認するため、まず、頻度

分析を行った。その結果、障害者 YouTuber チャンネルのコメントも内、言及頻度が最も高

い単語は、応援(8,059 回)であり、その他にも感謝(3,652 回)、幸福(2,615 回)、勇気(1,566

回)、すごさ(1,525 回)などがあった。また、感性分析の結果、肯定的なコメントが 14,245

個(25.1%)であり、否定的なコメントが 7,236 個(12.8%)よりは多かったが、その他のコメ

ントが 35,242 個(62.1%)であり、最も多いコメント数を占めた。 

 

5．考察 

 本研究の結果によると、障害者 YouTuber のコンテンツに対し、主に言及された単語を確

認すると、応援、感謝、勇気など、障害者に対する態度は、未だに同情的な態度に留まっ

ていた。このような研究結果は、これまで韓国における障害福祉サービスや政策が同情的

であり、受身的及び、消費的な性格である(허창덕 2012: 69)ということが、社会において

も、根強く影響を及ぼしている結果であると考える。また、感性分析を行った結果におい

て、肯定的及び否定的なコメントよりは、その他のコメントが多かったことは、このよう

な観点が反映され、障害者と少しかけ離れた態度を維持していると解釈できる。 

 このような結果は、今までの韓国の障害福祉におけるサービス及び政策が、同情的であ

り、受身的な性格が強く、その結果、障害を持っていない人においても、このような観点

が根強く影響し、認識していることを示唆する。最近、韓国においては、障害者団体によ

る地下鉄でのデモが大きな話題となった。このようなデモに対する認識の中では、共感で

きる声と共に、不便であり、「被害を与えないでほしい」という不満の意見も多くあった

(이소연 2022.2.11)。今回の研究においても、障害者に対し、同情的であり、自分とは一

歩離れて接する態度が、韓国の社会に長い間、深く根付いていることを再度確認でき、今

後、社会における障害者に対する認識をどのように変えるべきかに対し、深く考えるべき

時点であると考える。 
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